
未来へ ひびきあう 人 まち・としま

豊島区
歴史・見所・名所
豊島区は、昭和７（１９３２）年１０月の東京市郡合併により、北豊島郡下
にあった巣鴨町・西巣鴨町・長崎町・高田町の四つの町が統合され誕
生しました。
「豊島」の由来は、古代律令制下の武蔵国の郡名にまでさかのぼるこ
とができ、万葉集にも「豊島郡」の地名が出てきます。この由緒ある地
名を残したいという思いから、「豊島区」の名称が採用されました。
江戸時代には、江戸市街の郊外として農産物や庭木の栽培が盛んな
農村地帯でした。「ソメイヨシノ」は、当時の植木職人が作り出した日
本を代表する桜の品種で、染井村（現駒込）が発祥の地といわれていま
す。明治から昭和初期までの近代化の中で鉄道や駅が開通・開業する
と、市街地化が進むとともに、学習院、大正、立教大学の区内への移
転が相次ぎました。昭和５３（１９７８）年には、池袋のランドマークとなっ
ているサンシャイン６０がオープンするなど、都内有数の繁華街として
成長し続けています。一方で、古き江戸・東京の雰囲気を残す地域も
現存しています。東京で唯一の都電が街中を走り、大正時代を彷彿と
させる池袋モンパルナスをはじめ、雑司が谷には明治の文豪夏目漱石
らの眠る霊園や旧宣教師館、南長崎にはマンガの聖地「トキワ荘」、巣
鴨ではおばあちゃんの原宿として知られる巣鴨地蔵通り商店街が旧中
山道の雰囲気を醸し出すなど、魅力あふれる、歴史ある街並みが今で
も楽しめます。

概要
豊島区は、２３区の西北部に位置し、面積は１３．０１㎢で２３区中１８番目
の大きさです。
総人口は平成９（１９９７）年を底に増加に転じ、平成３０（２０１８）年７月には

４０年ぶりに２９万人を突破しました。令和４（２０２２）年４月１日現在では、
新型コロナウイルス感染症の影響などから、２８万３，５９５人となってお
り、人口密度は１平方キロメートルあたり２万１，７９８人で、日本一の高
密都市です。
区内には鉄道５社１３路線が走っており、池袋駅の１日の乗降客数は

２６５万人（令和元（２０１９）年度時点）を超えるなど、交通網の発達したと
ても便利な街です。区の中心に位置する池袋駅周辺には、複数のデ
パートや商業施設、オフィスビルなどが集積しています。令和元
（２０１９）年１１月には、池袋を周遊する真っ赤な「ＩＫＥ ＢＵＳ」の運行
が開始され、新たな魅力が備わりました。こうした副都心池袋の賑わ
いを区内の全地域へ波及させています。

面積 ………………１３．０１㎢
世帯数 ………１７６，８１６世帯
人口 ……………２８３，５９５人
（うち外国人）……２３，９４３人
予算 ……………１，３５８億円
職員数 ……………２，０１０人

豊島区役所本庁舎
区民のみなさんに開かれた区
役所をめざし、平成２７（２０１５）
年５月から業務を開始。土日
通年開庁による行政サービス
の向上のほか、区の生態や植
生を生かした屋上庭園「豊島
の森」の整備やテラス部分の
緑化により、官民含めた全国
の環境対策モデルとなるよう
な「グリーン庁舎」をめざして
います。

Ｈａｒｅｚａ池袋
庁舎跡地を活用し、池袋の中
心部に令和２（２０２０）年にグラ
ンドオープンしたＨａｒｅｚ
ａ池袋は、芸術文化劇場を中
心とした「８つの劇場」と民間
施設が位置する周辺エリア一
帯の総称で、国際アート・カ
ルチャー都市の顔となる、文
化・にぎわい創出の拠点と
なっています。
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主要課題
◆「国際アート・カルチャー都市」の実現
豊島区が目指す「国際アート・カルチャー都市」は、福祉や子育て、
教育、安全・安心のまちづくりなどを基礎としています。そのうえ
で、多様な文化を享受し合い、人や文化が交わることにより新たな価
値を生み出し、世界中の人々を魅了し続ける、にぎわいあふれる
“ひと”が中心の誰もが主役になれるまちの姿です。
この都市像の実現に向けて「豊島区基本計画２０２２－２０２５」を策定し、
新たな社会課題の解決に向けて、「ＳＤＧｓの推進」、「ＤＸの推進」、
「参画と協働」の視点で、すべての施策の見直しを進めています。これ
により、地域の持つ力と魅力を最大限に引き出し、まちの価値を向上
させ、経済力を高めるとともに、地域への誇りと愛着を醸成し、「住
みたい、住み続けたい、訪れたい」と思える持続発展するまちを実現
します。
◆ＳＤＧｓ未来都市への取組み
豊島区は令和２（２０２０）年７月、世界共通の目標であるＳＤＧｓの達成
に向け、先進的に取り組む自治体として、内閣府より「ＳＤＧｓ未来
都市」に選ばれました。さらに先導的な取組み「自治体ＳＤＧｓモデル
事業」にも選ばれ、東京初のダブル選定という快挙を成し遂げまし
た。
この快挙は、平成２６（２０１４）年に２３区で唯一、「消滅可能性都市」と指
摘された豊島区が、ピンチをチャンスに変えながら、着実に持続発展
都市としての歩みを進めてきた成果が結実したものです。“誰一人取
り残さない社会”の実現を目指すＳＤＧｓの理念と豊島区が目指す都
市像である「国際アート・カルチャー都市」は、まさに考えを一つにす
るものです。今後は、日本の推進力となる「ＳＤＧｓ未来都市」として
の責務を果たすとともに、未来を創造する子どもたちのＳＤＧｓ推進
に力を入れるなど、地域全体を巻き込みながら「オールとしま」による
ＳＤＧｓの実現を目指しています。

将来展望
豊島区は令和１４年（２０３２）年に区制施行１００周年を迎えます。これま

で、誰もが主役となれる劇場都市のシンボル「Ｈａｒｅｚａ池袋」、防
災拠点の「としまみどりの防災公園（愛称「ＩＫＥ・ＳＵＮＰＡＲ
Ｋ」）」、回遊から新たな出会いが生まれる真っ赤な電気バス「ＩＫＥ
ＢＵＳ」、過去・現在・未来を表現した色彩で生まれ変わった「ウイ
ロード」、さらには、豊島区からクールジャパンを世界に発信する「ト
キワ荘マンガミュージアム」など、まちの魅力や価値を高めるための
まちづくり事業を展開したことで、まちが大きく変わろうとしていま
す。
豊島区は１００周年に向け、これまでの変革の波を、さらに推し進
め、新しい時代の扉を開こうとしています。誰もが安心して暮らせる
まち、世界に開かれた「国際アート・カルチャー都市」の実現に向け、
東京の中でも地域の魅力が際立つ、個性と存在感を発揮するまちづく
りを力強く進めていきます。

トキワ荘マンガミュージアム
かつて豊島区椎名町（現・南
長崎）にあった「トキワ荘」の
再現施設として、「マンガの
聖地としま」の発信拠点とな
るミュージアムが令和２
（２０２０）年７月開館しました。

としまみどりの防災公園（愛
称 ＩＫＥ・ＳＵＮＰＡＲ
Ｋ）
造幣局跡地に約１．７ｈａの豊
島区最大の防災公園が令和２
（２０２０）年７月に開園しまし
た。防災機能に加えて、都心
のオアシスとなる魅力的なカ
フェやコミュニティガーデン
を民間事業者により運営して
います。

ＩＫＥ ＢＵＳ
令和元（２０１９）年１１月に運行を
開始した、池袋の四つの公園
や新たな賑わいスポットをつ
なぐまちなか交流バス『ＩＫ
Ｅ ＢＵＳ』。車両は、なな
つ星ｉｎ九州などを担当した
水戸岡鋭治氏がデザインして
います。

としま文化の日
豊島区は平成１４（２００２）年以
降、一貫して文化によるまち
づくりに取り組んできまし
た。令和２（２０２０）年に、文化
によるまちづくりを次世代に
継承するため、１１月１日を「と
しま文化の日」とする条例を
制定しました。
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